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A Trace of Caddy Compson
―William Faulkner: The Sound and the Fury―
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 ウィリアム・フォークナー（William Faulkner） の主要作品の一つ、『響きと怒り』（The Sound 
and the Fury, 1929）は、コンプソン家の 3 兄弟、クェンティン、ジェイソン、ベンジーがそれ
ぞれ語る 3 つの章と、「部外者（作者）の視点」による 4 番目の章から成り立っている。「作者
と読者のコンセンサスの拒絶」「クロノロジカルな時間の経緯の攪乱」「込み入った形式、文体」
「意識の流れ」「複数の視点」といったモダニズムの手法を駆使し、“a new temporal and spatial 
reordering and even disordering of the external world”（Hlavsa 4） を試みたテクストは難解で、特
に知的障害を持つベンジーの第 1 章と、悩めるハーヴァード大生クェンティンの第 2 章は、過













  ...Caddy was still to me too beautiful and too moving to reduce her to telling what was going on, 























に薔薇を」（“A Rose for Emily,”1930）のエミリ ・ーグリアソンが有名だが、彼女と同じように、
キャディも南部社会の“a tradition”（“A Rose for Emily,”119）として庇護すべき存在として
作者の中に位置づけられているようだ。






















錯綜しており、 3 ページにわたってコンマもピリオドもなく、一人称の“ I ”がすべて小文字“i”
で書かれるなど、彼の精神状態を反映するような破綻ぶりが見られるのである（The Sound and 
－ 24 －
名古屋女子大学紀要 第 51 号（人文・社会編） キャディ・コンプソンの痕跡
－ 25 －



















は、彼女と男たちの付きあい方について“Why must you do like nigger women do in the pasture the 






















名古屋女子大学紀要 第 51 号（人文・社会編） キャディ・コンプソンの痕跡
－ 27 －
責任まで押しつけられる。マルコム・カウリーに請われて書いた1946年のアペンディクスで、
フォークナーはキャディについて“Doomed and knew it, accepted the doom without either seeking 





















キャディの別の一面が見えてくる。父ミスター・コンプソンが“it was men invented virginity 
not women.”“it means less to women.”（SF, 96）とクェンティンを諭すように、処女性の喪失を
問題視するのは男性であり、女性、そしてキャディにとっては「何の価値もない（“she placed 






として「腐りかけた家の腐りかけた家族という負担を全部背負い込む（“he assumed the entire 














 1 以後このテクストからの引用は FUと省略して文中のかっこ内にページ番号を示す。
 2 テクストは The Sound and the Fury（New York: The Modern Library, 1956） を使用。引用は以後 SFと省略して
文中のかっこ内にページ番号を示す。
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